
舞鶴工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 10
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 前期:10 後期:10
教科書/教材 教科書：なし / 教材：必要に応じて資料を配付する。
担当教員 小林 洋平,室巻 孝郎,篠原 正浩,谷川 博哉,豊田 香,山田 耕一郎,村上 信太郎
到達目標
１　クライアント（企業及び社会）の要求に適合するシステムやプロセスを開発することができる。
２　集められた情報をもとに，状況を適確に分析することができる。
３　与えられた目標を達成するための解決方法を考えることができる。
４　各種の発想法や計画立案手法を用いると，課題解決の際，効率的，合理的にプロジェクトを進めることができることを知っている。
５　企画立案から実行するまでのプロセスを持続可能性の実現性を配慮して実行することができる。
６　高専で学んだ専門分野・一般科目の知識・教養が，企業および社会でどのように活用されているかを理解し，技術・応用サービスの実施が
できる。
７　地域や企業の現実の問題を踏まえ，その課題を明確化し，解決することができる。
８　技術者として，幅広い人間性と問題解決力，社会貢献などの必要性を理解できる。
９　技術者として，生きる喜びや誇りを実感し，知恵や感性，チャレンジ精神などを駆使して実践創造的な活動を楽しむことを理解できる。
１０　技術者として，社会に対して有益な価値を提供するために存在し，社会の期待に十分応えられてこそ，存在の価値のあることを理解でき
る。
１１　技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。
１２　社会における技術者の役割と責任を説明できる。
１３　現代社会の具体的な諸問題を題材に，自ら専門とする工学分野に関連させ，技術者倫理観に基づいて，取るべきふさわしい行動を説明で
きる。
１４　環境問題を考慮して，技術者としてふさわしい行動とは何かを説明できる。
１５　国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明できる。
１６　全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を実現するために，自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説明でき
る。
１７　日本語と特定の外国語の文章を読み，その内容を把握できる。
１８　他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で正しい文章を記述できる。
１９　他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。
２０　日本語や特定の外国語で，会話の目標を理解して会話を成立させることができる。
２１　円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる。
２２　課題の解決は直感や常識にとらわれず，論理的な手順で考えなければならないことを知っている。
２３　周囲の状況と自身の立場に照らし，必要な行動をとることができる。
２４　自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。
２５　目標の実現に向けて計画ができる。
２６　目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
２７　日常の生活における時間管理，健康管理，金銭管理などができる。
２８　工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。
２９　公衆の健康，安全，文化，社会，環境への影響などの多様な観点から課題解決のために配慮すべきことを認識している。
３０　経済的，環境的，社会的，倫理的，健康と安全，製造可能性，持続可能性等に配慮して解決策を提案できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
クライアント（企業及び社会）の
要求に適合するシステムやプロセ
スを十分に開発することができる
。

クライアント（企業及び社会）の
要求に適合するシステムやプロセ
スを開発することができる。

クライアント（企業及び社会）の
要求に適合するシステムやプロセ
スを開発することができない。

評価項目2
集められた情報をもとに，状況を
適確に且つ十分に分析することが
できる。

集められた情報をもとに，状況を
適確に分析することができる。

集められた情報をもとに，状況を
適確に分析することができない。

評価項目3
与えられた目標を達成するための
解決方法を十分に考えることがで
きる。

与えられた目標を達成するための
解決方法を考えることができる。

与えられた目標を達成するための
解決方法を考えることができない
。

評価項目4

各種の発想法や計画立案手法を用
いると，課題解決の際，効率的
，合理的にプロジェクトを進める
ことができることを十分知ってい
る。

各種の発想法や計画立案手法を用
いると，課題解決の際，効率的
，合理的にプロジェクトを進める
ことができることを知っている。

各種の発想法や計画立案手法を用
いると，課題解決の際，効率的
，合理的にプロジェクトを進める
ことができることを知らない。

評価項目5
企画立案から実行するまでのプロ
セスを持続可能性の実現性を配慮
して十分に実行することができる
。

企画立案から実行するまでのプロ
セスを持続可能性の実現性を配慮
して実行することができる。

企画立案から実行するまでのプロ
セスを持続可能性の実現性を配慮
して実行することができない。

評価項目6

高専で学んだ専門分野・一般科目
の知識・教養が，企業および社会
でどのように活用されているかを
理解し，技術・応用サービスの実
施が十分にできる。

高専で学んだ専門分野・一般科目
の知識・教養が，企業および社会
でどのように活用されているかを
理解し，技術・応用サービスの実
施ができる。

高専で学んだ専門分野・一般科目
の知識・教養が，企業および社会
でどのように活用されているかを
理解できず，技術・応用サービス
の実施ができない。

評価項目7
地域や企業の現実の問題を踏まえ
，その課題を明確化し，解決する
ことが十分にできる。

地域や企業の現実の問題を踏まえ
，その課題を明確化し，解決する
ことができる。

地域や企業の現実の問題を踏まえ
，その課題を明確化し，解決する
ことができない。

評価項目8
技術者として，幅広い人間性と問
題解決力，社会貢献などの必要性
を十分理解できる。

技術者として，幅広い人間性と問
題解決力，社会貢献などの必要性
を理解できる。

技術者として，幅広い人間性と問
題解決力，社会貢献などの必要性
を理解できない。

評価項目9

技術者として，生きる喜びや誇り
を実感し，知恵や感性，チャレン
ジ精神などを駆使して実践創造的
な活動を楽しむことを十分に理解
できる。

技術者として，生きる喜びや誇り
を実感し，知恵や感性，チャレン
ジ精神などを駆使して実践創造的
な活動を楽しむことを理解できる
。

技術者として，生きる喜びや誇り
を実感し，知恵や感性，チャレン
ジ精神などを駆使して実践創造的
な活動を楽しむことを理解できな
い。



評価項目10

技術者として，社会に対して有益
な価値を提供するために存在し
，社会の期待に十分応えられてこ
そ，存在の価値のあることを十分
に理解できる。

技術者として，社会に対して有益
な価値を提供するために存在し
，社会の期待に十分応えられてこ
そ，存在の価値のあることを理解
できる。

技術者として，社会に対して有益
な価値を提供するために存在し
，社会の期待に十分応えられてこ
そ，存在の価値のあることを理解
できない。

評価項目11
技術者倫理が必要とされる社会的
背景や重要性を十分認識している
。

技術者倫理が必要とされる社会的
背景や重要性を認識している。

技術者倫理が必要とされる社会的
背景や重要性を認識していない。

評価項目12 社会における技術者の役割と責任
を十分説明できる。

社会における技術者の役割と責任
を説明できる。

社会における技術者の役割と責任
を説明できない。

評価項目13

現代社会の具体的な諸問題を題材
に，自ら専門とする工学分野に関
連させ，技術者倫理観に基づいて
，取るべきふさわしい行動を十分
説明できる。

現代社会の具体的な諸問題を題材
に，自ら専門とする工学分野に関
連させ，技術者倫理観に基づいて
，取るべきふさわしい行動を説明
できる。

現代社会の具体的な諸問題を題材
に，自ら専門とする工学分野に関
連させ，技術者倫理観に基づいて
，取るべきふさわしい行動を説明
できない。

評価項目14
環境問題を考慮して，技術者とし
てふさわしい行動とは何かを十分
説明できる。

環境問題を考慮して，技術者とし
てふさわしい行動とは何かを説明
できる。

環境問題を考慮して，技術者とし
てふさわしい行動とは何かを説明
できない。

評価項目15
国際社会における技術者としてふ
さわしい行動とは何かを十分説明
できる。

国際社会における技術者としてふ
さわしい行動とは何かを説明でき
る。

国際社会における技術者としてふ
さわしい行動とは何かを説明でき
ない。

評価項目16

全ての人々が将来にわたって安心
して暮らせる持続可能な開発を実
現するために，自らの専門分野か
ら配慮すべきことが何かを十分説
明できる。

全ての人々が将来にわたって安心
して暮らせる持続可能な開発を実
現するために，自らの専門分野か
ら配慮すべきことが何かを説明で
きる。

全ての人々が将来にわたって安心
して暮らせる持続可能な開発を実
現するために，自らの専門分野か
ら配慮すべきことが何かを説明で
きない。

評価項目17 日本語と特定の外国語の文章を読
み，その内容を把握できる。

日本語と特定の外国語の文章を読
み，その内容をある程度把握でき
る。

日本語と特定の外国語の文章を読
み，その内容を把握できない。

評価項目18
他者とコミュニケーションをとる
ために日本語や特定の外国語で正
しく適切な文章を記述できる。

他者とコミュニケーションをとる
ために日本語や特定の外国語で正
しい文章を記述できる。

他者とコミュニケーションをとる
ために日本語や特定の外国語で正
しい文章を記述できない。

評価項目19 他者が話す日本語や特定の外国語
の内容を十分把握できる。

他者が話す日本語や特定の外国語
の内容を把握できる。

他者が話す日本語や特定の外国語
の内容を把握できない。

評価項目20
日本語や特定の外国語で，会話の
目標を理解して会話を成立させる
ことが高度にできる。

日本語や特定の外国語で，会話の
目標を理解して会話を成立させる
ことができる。

日本語や特定の外国語で，会話の
目標を理解して会話を成立させる
ことができない。

評価項目21 円滑なコミュニケーションのため
の態度を十分とることができる。

円滑なコミュニケーションのため
の態度をとることができる。

円滑なコミュニケーションのため
の態度をとることができない。

評価項目22
課題の解決は直感や常識にとらわ
れず，論理的な手順で考えなけれ
ばならないことを十分知っている
。

課題の解決は直感や常識にとらわ
れず，論理的な手順で考えなけれ
ばならないことを知っている。

課題の解決は直感や常識にとらわ
れず，論理的な手順で考えなけれ
ばならないことを知らない。

評価項目23
周囲の状況と自身の立場に照らし
，必要な行動をとることが十分で
きる。

周囲の状況と自身の立場に照らし
，必要な行動をとることができる
。

周囲の状況と自身の立場に照らし
，必要な行動をとることができな
い。

評価項目24 自らの考えで責任を持ってものご
とに取り組むことが十分できる。

自らの考えで責任を持ってものご
とに取り組むことができる。

自らの考えで責任を持ってものご
とに取り組むことができない。

評価項目25 目標の実現に向けて計画が十分で
きる。

目標の実現に向けて計画ができる
。

目標の実現に向けて計画ができな
い。

評価項目26 目標の実現に向けて自らを律して
適切に行動できる。

目標の実現に向けて自らを律して
行動できる。

目標の実現に向けて自らを律して
行動できない。

評価項目27
日常の生活における時間管理，健
康管理，金銭管理などが十分でき
る。

日常の生活における時間管理，健
康管理，金銭管理などができる。

日常の生活における時間管理，健
康管理，金銭管理などができない
。

評価項目28 工学的な課題を論理的・合理的な
方法で十分明確化できる。

工学的な課題を論理的・合理的な
方法で明確化できる。

工学的な課題を論理的・合理的な
方法で明確化できない。

評価項目29
公衆の健康，安全，文化，社会
，環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべき
ことを十分認識している。

公衆の健康，安全，文化，社会
，環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべき
ことを認識している。

公衆の健康，安全，文化，社会
，環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべき
ことを認識していない。

評価項目30
経済的，環境的，社会的，倫理的
，健康と安全，製造可能性，持続
可能性等に配慮して解決策を十分
提案できる。

経済的，環境的，社会的，倫理的
，健康と安全，製造可能性，持続
可能性等に配慮して解決策を提案
できる。

経済的，環境的，社会的，倫理的
，健康と安全，製造可能性，持続
可能性等に配慮して解決策を提案
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B) 学習・教育到達度目標 (C) 学習・教育到達度目標 (D) 学習・教育到達度目標 (G)
教育方法等

概要

５年間の学習の集大成として，選んだ研究テーマについて，自主的に研究する。研究成果として，中間発表会や本発表
会で口頭発表を行うとともに，卒業論文にまとめる。卒業研究の目的は，単に研究の方法や手段を学ぶだけでなく，技
術者として不可欠な能力である分析力，応用力，想像力などを養う。また，卒業論文の作成と発表を通じて，どのよう
にすれば自分の研究成果や考えなどが，他者に正確に伝わり理解されるかなど，表現の技術と方法についても学ぶ。で
きる限り学会などの外部発表を視野に入れて取り組む。



授業の進め方・方法

【授業方法】
[令和５年度卒業研究題目]（予定）
○篠原教員
・自己融着による熱可塑性樹脂複合材料の接合について
・局所加熱を利用した熱可塑性樹脂複合材料の曲げ加工
・熱可塑性樹脂複合材料の再利用について
○谷川教員
・流れの数値解析
・流体に関する実験
・設計製作
○豊田教員
・垂直回転楕円体まわりの膜沸騰熱伝達の研究（長軸が50mmの扁球の場合）
・垂直回転楕円体まわりの膜沸騰熱伝達の研究（長軸が37.5mmの扁球の場合）
・中学生への出前授業教材の開発
○小林教員
・廃炉ロボットの設計と製作
・液体ナトリウムコールドトラップのＸ線検査装置の設計と製作
・動的濡れ性試験装置の設計と製作
・液体金属を用いた自動静的濡れ性試験装置の設計と製作
○室巻教員
・生産ラインの箱詰め装置の設計・開発
・産業用モノレールに関する設計・開発
・脚型ロボットの研究開発
・多リンクマニピュレータの設計製作
・３次元照明システムの設計・開発
・起立補助に関する研究開発
・最速降下線問題の実演装置の設計製作
・ブラックホールの準固有振動問題に関する研究
○村上教員
・オープンキャンパス展示物の設計製作
・熱流体工学に関連する数値シミュレーション
・内製熱線流速計の実用化に関する研究
・マイクロチューブ内気体流れの管摩擦係数に関する研究
・プレート型マイクロ熱交換器の流動特性に関する研究
・真空チャックの把持力測定のための実験
・学生の発想による機械工学に関連した自由な研究

【学習方法】
研究課題を進めるために，自ら進んで積極的に文献調査，必要なツールの修得，実験装置の製作やプログラム作成等を
行う。また，指導教員や研究室のメンバー等と議論を深め，研究を遂行する。中間発表会，本発表会ではプレゼンテー
ション技法を修得するとともに，研究の位置付けを明確にし，得られた成果を他者に伝える能力を養う。さらに，１年
間の研究成果を卒業論文にまとめる。

注意点

【成績の評価方法・評価基準】
定期試験は実施せず，卒業論文の内容（33％）（評価基準：「卒業研究論文の執筆要項」にしたがった構成となってい
るか，一年間の取り組みとして適切であるか，研究目的・方法・結果等が良くまとまっているか， 研究テーマの社会的
，工学的，技術的意味を踏まえたものとなっているか），研究概要および口頭発表の内容（50%）(評価基準：研究概要
の内容，発表技術，質疑応答・理解度）および研究活動状況（17%)（評価基準：卒業研究実施記録）の合計をもって総
合成績とする。

【教員の連絡先】
教員名　篠原　正浩（代表）
研究室　A棟３階（A-305）
内線電話：8939
e-mail：sinoharaアットマークmaizuru-ct.ac.jp（アットマークは@に変更すること）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 シラバス内容の説明，オリエンテーション

2週 指導教員による。
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

3週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

4週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

5週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

6週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

7週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０



8週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

2ndQ

9週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

10週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

11週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

12週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

13週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

14週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

15週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

16週

後期

3rdQ

1週 卒業研究中間発表

2週 指導教員による。
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

3週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

4週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

5週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

6週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

7週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

8週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

4thQ

9週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

10週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

11週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

12週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０

13週 〃
１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０



14週 〃

１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，
２８，２９，３０１，２，３，４，５，６，７，８，
９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６，１
７，１８，１９，２０，２１，２２，２３，２４，２
５，２６，２７，２８，２９，３０

15週 卒業研究本発表
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

社会における技術者の役割と責任を説明できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明で
きる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14



他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

目標の実現に向けて計画ができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14



公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,後2,後
3,後14

評価割合
試験 発表 相互評価 実技等 ポートフォリオ その他（活動状

況） 合計

総合評価割合 0 50 0 0 33 17 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 50 0 0 33 17 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


